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秋季シンポジウム (2001.11.16) 

「藻類由来の機能性成分の研究と利用の展望j要旨

竹中裕行 :微細藻類の生理機能とその応用

微細1I藻類は，生物起源において大変重要な二

つの役割を?寅じてきた。私たち人間を含め，地球

上の多くの生物は酸素なしでは生存することがで

きない。酸素こそ，この地球を 3000万種以上も

の生物があふれる「生命の惑星」に育て上げた物

質といっても過言ではない。そして，この酸素生

産の立役者が，藍藻をはじめとする微細11藻類であ

ることは周知の通りである。微細11藻類は 3S億年

前から地球環境の変化と生命の進化に「酸素生

産Jという営みを介し，一つ目の役割を演じてき
た。20世紀末から，温暖化をはじめとする地球環

境悪化の修復に，微細藻類を応用しようとする研

究が躍んに行われてきたのは，こういった事実に

よるものである。

徴主IU藻類の二つ目の役割は， 他の生物の餌に

なってきたということである。生物にとって太陽

の光はもっとも大切なエネルギー淵であるが，微

細藻類はその太陽エネルギーを仙の生物が利用で

きる JI~にして貯蔵する 。太陽エネルギーと二酸化

炭素から，タンパク質， *Mf，脂質，ビタミン，カ

ロテノイドなど，生命を維持してゆく上で大切な

栄養素を合成 -蓄積するのである。微細11藻類は，

食物連鎖の先端に位置してきたことにより多くの

生命を育んで、きた。

ところで，現在，国の医療費は高騰し，約30兆

円にも達しており ，医療費削減が緊急要件となっ

ている。この対応の一環として，匡|民の健康づく

り対策が奨励されている。これまでの健康施策

は，疾病の早期発見，早期治療(二次予防)に重

点が置かれてきた。しかし，特に生活習慣病に対

しては，生活習慣の改善および健康増進，危険因

子の低軽減・除去に取り組むことが重要で‘あると

されている。また，高齢化社会の到来にともな

い，生活習慣病を予防し，健康な釘:1:1を過ごすこ

とは，誰もが願うと ころである。

3S億年に亘り ，徴主III).架類が務めてきた二つ目

の役割「微細藻類が餌となることによって他の生

物たちを育んできた」ことに注目し，私たちが健

やかな日々を送るために，徴主111藻類を利用する

(食する)ことは，理に適ったことであると考え

られる。そして，この考え方は「藻食論jとして

提唱されるに至っている。

日本人の食文化で、は，古来より海藻 (大型藻

類)を食してきた。近年の疫学調査や研究によ

り，海藻の摂取とiil!l東とに相関関係のあることが
明らかとなってきた。これらをふまえ，舘脇

( 1997)により「諜食論Jが提唱された。藻食論
は，従来の栄養学によるタンパク質，脂質，糖質

といった化学的バランスでものを食べるのではな

く，動物食，植物食，菌類食，海藻食の4つの生

物学的バランスがとれた食生活を提言している。

そして，この藻食論をさらに発展させ，海藻食で

はなく，微細藻類を含めた藻類食として，新しい

I;~食論J が三浦 (私信)に より提唱された。

しかし，現在のと ころ，徴主IU藻類の生産量は少

なく ，そのために生産コストが高いことより ，海

藻のように毎1:1の食卓に出るよ うな食材とまでは

至っていないのが笑状である。現在は，微キ111藻類

の生理機能を解明し，それを利用した付加価値の

高い食Jillが開発されている。

微キ111藻類の生理I~機能についての研究が本格的

に始まったのは 1980年代に入ってからである。

Borowilzka (1994)がまとめた微細J菜類由来の生

理活性物質の可能性を一部改変して表 lに示し

た。これらの多くは研究室レベルでの研究であ

り，微細藻類の大量培養を含めその実用化までに

は至っていない。今後の実用化が期待されると こ

ろである。

付加ii!li値の高い食品の代表が健康補助食品

(健康食品)である。アメリカ における Dietary

Supplementは栄養補助食品と直訳されている。し

かし，日本では栄養と栄養素の概念が混乱してい

て，これらの用語は混同して使用されている。ビ

タミンやミネラルといった栄養素の食品であれ

ば，栄養補D)J食品と呼称することは適当と思われ

る。しかし，栄養素の単なる補給だけではなく，

健康の保持・増進，あるいはより優れた健康状態

を求めるという広義の意味を持つものとして考え

た場合，積極的に健康を布11助する意味で「健康補

助食品」 という名称が用いられる ようになった。
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表1Selected products from microalgae and their altemative， non-algal sources 

Carotenoids 

Product 

s -carotene 
astaxanthin 

canthaxanthin 

Source 

Dunaliella 

AIternative Sources 

synthetic， palm oi¥ 

Haematococcus， Euglena 

some Chlorophytes 

synthetic， phaffia 

synthetic 

Other Pigments phycocyanin 

phycoerythrin 

Spirulina， Synechococcus， blue-green algae none 

Porphyra， Porphyridium none 

Fatty Acids eicosapentaenoic acid Diatoms， Porphyridium fish oi¥ 

docosahexaenoic acid Prymnesiophytes， Isochrysis fish oiI 

vegetable gums 

plants 

Polysaccharides many polysaccharides mainly blue-green algae 

Sterols many sterols many species 

Vitamins tocopherol brown algae 

vitamin BI2 various algae， Pleurochrysis 

soy beans， peanuts 

bacteria 

Bioactive anti-fungal， anti-bacterial，antiviral， 

Compounds anti-neoplastic，pharmacologicaIly 

active compounds many species potential synthetic 

Biomass aquacultur巴feed

animal feed 

many specles 

many specles 

heaIth food Chlorella， Spirulina. Dunaliella. Pleurochrysis. Nostoc 

現在，商業ベースで培養・生産されている微細

藻類について，これらの代表的な生理機能とその

応用について言及する。

クロレラ (Chlorellapyrenoidosa， C. vulgaris) 

クロレラが健康食品市場に登場したのは，今

から 30年以上も前のことである。現在では，健

康食品の中でもっとも市場規模が大きく，一説に

よれば約600億円とも言われている。

1985年に厚生大臣の許可を得て設立された

(財)日本健康・栄養食品協会(日健協)は，消

費者が健康食品を安心して利用できるために，食

品衛生法・栄養改善法等を遵守し，協会設定の規

格基準等厳正な審査をパスした健康食品にJHFA

(Japan Hea1th Food Authorization)マークの表示を

許可している。 JHFAマーク表示クロレラ食品は

110品目以上にもおよぶ。

クロレラ藻体および熱水抽出物について，多

くの生理機能が明らかにされている(表2)。これ

らのいくつかを紹介する。

クロレラ藻体の生理機能

1.ダイオキシン吸収抑制(排世促進効果)

ダイオキシン (Polychlorinateddibenzo・p-

dioxins， PCDD)は，これに汚染された食品等から

摂取され，脂溶性の化合物であるため吸収が良

く，一般健常者の母乳，肝臓，脂肪組織に長期に

亘って残留する人体汚染物質である。森田ら

(1997)はラットにおける PCDDの糞中排世(吸

収抑制)作用に対するクロレラの影響について検

討した。すでに排池促進作用の認められている米

ぬか繊維に比して，クロレラは高いPCDD糞中排

椎効果が認められた。この作用は，クロレラに含

まれるクロロフィルと食物繊維によるものと考察

されている。

2.コレステロールf正下{'F用
近年の食生活の西欧化にともなうコレステ

ロール摂取の増大は，血液中コレステロール値を

上昇させるとともに種々疾病の引き金となってい

る。クロレラの血清コレステロール低下作用は，

ラットやウサギなどの動物実験により認められて

いる。

藤原ら (1990)は，高脂血症と診断され，他に

合併症がなく，しかも高脂血症の薬剤を投与され

ていない9名に対し， 12ヶ月間クロレラを投与

し，その効果を検討した。血清コレステロールお

よびLDL・コレステロール値に，投与開始時に比

べ有意な低下が認められた。

クロレラ熱水抽出物の生理機能

1.ニトロソ化合物(発がん物質)合成阻害

発がん物質の1つとして注目されているニトロ

ソ化合物は，実験動物の種々の臓器に発がん性を

示すが，われわれが日常摂取する食品，食品添加



表2 クロレラ藻体および熱水抽出物の生理機能

生理機能 文献
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クロレラ藻体 ダイオキシン吸収抑制J(排計!t促進効果)

コレステロール低下作用

森田ら 1997 

藤原ら 1990 

クロレラ熱水抽出物生体防御調節

抗腫蕩活性

細菌感染抵抗性

抗ウイルス活性

Konishi et al. 1985 

Tanaka et aJ. 1986 

ニトロソ化合物(発がん物質)合成阻害

紫外線防御作用

Ibusuki & Minamishima 1990 

堀ら 1993 

篠原・竹中 1993 

物，医薬品などと亜硝酸との反応によって容易に

生成するという特徴を有している。したがって，

この様に生成したニトロソ化合物が，ヒトのがん

の原因となっている可能性が非常に高い。

食品中に含まれているスペルミジン(二級ア

ミン)と唾液中に含まれる亜硝酸から，マウス胃

内で変異活性のあるニトロソスペルミジンが生成

されることが報告されている。著者らは，スペル

ミジンと亜硝酸との反応によるニトロソスペルミ

ジン生成に対するクロレラ熱水抽出物の影響を検

討した(堀ら 1993)。その結果，抽出物の濃度に

依存して，ニトロソスペルミジンの生成量は阻害

された。クロレラ抽出物が亜硝酸を分解すること

により，ニトロソスペルミジンの生成を阻害した

ことが明らかとなった。

2.紫外線防御

紫外線の中で，特に UV-B (280nm ~ 320nm) 

は，ひどい日焼けを起こし，皮膚の炎症や皮膚

がんを引き起こす原因となることは知られてい

る。著者らはUV-Bに不安定なβーカロテンの安

定性を指標としてクロレラ熱水抽出物の紫外線防

御作用について検討した(篠原・竹中 1993)。熱

水抽出物の濃度に依存してs-カロテンの安定性
が向上した。熱水抽出物の紫外線防御作用は，単

に紫外線をカットするだけではなく，紫外線照射

に伴って発生するラジカルを消去することによる

ものと考えられる。

表3 スピルリナの生理機能

生理機能

がんの予防
免疫賦活

アナフィラキシ一反応抑制
ダイオキシン吸収抑制
(排i世促進効果)

文献

Mathew et al. 1995 

Hayashi et aJ. 1994 
Yang et al. 1997 
森田ら 1997 

抗ウイルス活性 Hayashi & Hayashi 1996 
ヒアルロニダーゼ限害活性 Fuiitaniet aJ. 2001 

スピルリナ (Spirulinaplatensis. S. maxima) 
周知の通り，スピルリナは食経験のもっとも

古い微細藻である。 JHFAマーク表示スピルリナ

食品は約40品目ある。

スピルリナはアミノ酸バランスのよいタンパ

ク質(プロテインスコア:83)を50%以上含有す

ることが大きな特徴である。スピルリナについて

も多くの生理機能が明らかになっている(表3)。

1.抗ウイルス活性

Hayashiら(1996)は，スピルリナ熱水抽出物

より含硫多糖のカルシウム・スピルラン (Ca-SP)

を単離し，これが単純ヘルベスウイルス，インフ

ルエンザウイルス，ヒトサイトメガロウイルス，

麻疹ウイルス，エイズウイルス等の増殖を抑制す

ることを報告した。含硫多糖類には抗ウイルス活

性が報告されており，イオウ (S)が外れると抗

ウイルス活性が認められなくなる。 Ca-SPもその

例外ではないが，興味深いことに，含硫であって

もカルシウムが外れると，抗ウイルス活性を示さ

ない。さらには，スピルリナの種によっては.Ca-

SPが存在しないこともわかっている。

2.ダイオキシン吸収抑制(排世促進効果)

スピルリナにもクロレラ同様，ダイオキシン

(PCDD)糞中排池効果が認められた(森田ら

1997)。スピルリナに含まれるクロロフィルと食

物繊維によるものと考察されている。

3.ヒアルロニダーゼ阻害活性(抗アレルギ一作用)

ヒアルロニダーゼはI型アレルギーに深く関っ

ており，アレルギ一反応と炎症作用を引き起こす

と考えられている。著者らは，スピルリナ熱水抽

出物のヒアルロニダーゼ阻害活性を検討した

(Fujitani et al. 2001)。熱水抽出物の濃度に依存し

てヒアルロニダーゼ阻害活性を示した。さらに，

熱水抽出物のエタノール不溶性画分に強いヒアル

ロニダーゼ阻害活性を認め，活性物質が多糖類で
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あろうと推察した。なお，この活性は，抗アレル

ギー薬として使用されているクロモグリク酸ナト

リウム (DSCG)に匹敵する活性であった。

テsユナリエラ (Dunaliellasalina， D. bardawi!) 

デユナリエラ関連商品が市場に出始めたのは

1980年半ばで，クロレラやスピルリナに比べて

歴史は浅い。日健協においても，デュナリエラ食

品としての規格基準は設けられていなし、。日健協

における藻類応用食品の規格基準は，クロレラと

スピルリナの2つしかない。しかし，デュナリエ

ラの特徴は，大量にs-カロテンを生産・蓄積す
ることであり， s-カロテン食品としての規格基

準があり， JHFAマーク表示s-カロテン食品の
多くはデユナリエラ由来のs-カロテンを利用し
ている。

デユナリエラ由来のs-カロテンは，合成s-
カロテン(オールトランス型)と異なり，幾何異

性体の9・シス型s-カロテンが約50%含まれる。
この存在により，デユナリエラ由来s-カロテン
は合成s-カロテンに比べて油に溶けやすく，生
体内利用性が高いと考えられた。

デュナリエラの生理機能の研究は，デュナリ

エラ由来のs-カロテンについて検討したものが
ほとんどである(表4)。

1.抗腫蕩活性

s-カロテンは，ピタミンA前駆体(プロピタ
ミンA)としての役割以外に，カロテンとして抗

酸化能を示すことが明らかとなり，両者の相E作

用による抗腫蕩活性が大きく期待された。デュナ

リエラ抽出s-カロテンによる抗腫蕩活性が報告
された (Shklar& Schwartz 1988)。その後，
Nagasawa et aJ. (1991)は，デユナリエラ藻体を

餌に混ぜて動物に与え，乳がんが抑制されること

を報告した。著者らは，化学発がん物質による

ラット腎腫蕩ならびに勝脱腫揚に対し，デユナリ

エラ藻体投与による影響を検討した(竹中

1993)。デユナリエラ藻体を 1%餌に混ぜて自由

摂取させたとき，腎腫蕩ならびに跨脱腫蕩の発生

が抑制された。デユナリエラ由来のカロテンの働

きによるものと考察される。

2.ヒアルロニダーゼ阻害活性

デユナリエラ熱水抽出物のエタノール不溶性

画分に，スピルリナと同様，強いヒアルロニダー

ゼ阻害活性を認めた (Fujitaniet a1. 2001)。この

表4 デユナリエラの生理機能

生涯機能 文献

抗腫蕩活性 Nagasawa et a1. 1991 

紫外線障害予防 Lee et al. 2000 

血管拡張 Yamaguchi et a1. 1988 

ストレス性潰傷予防 Takenaka et a1. 1993 

ヒアルロニダーゼ阻害活性 Fujitani et a1. 2001 

活性は， DSCGに匹敵する活性であった。

3.紫外線障害予防作用

Lee et a1. (2000)は， 22名のボランテイアに24

週間デユナリエラカロテンを投与し，紫外線障害

に対する影響を調べた。カロテンの量は8週間ご

とに30，60， 90mg/日と増加させ， 6段階の強さ

の紫外線を同時に 1分間瞥部に照射し， 24時間

後，紅斑が認められる最小紫外線量 (MED)を求

めた。デユナリエラカロテノイドを摂取すること

により， MEDが有意に上昇した。この結果より，

デュナリエラカロテンの摂取が，皮膚表面での紫

外線障害を予防することが示唆された。

4.ストレス性潰場予防

疫学調査により，緑黄色野菜 (s-カロテン)

の摂取とストレスとの聞に負の相関関係が認めら

れている。また， s-カロテンには細胞粘膜保護
作用のあることが知られている。そこで，著者ら

は，ストレス性の潰場にデュナリエラが有効で、は

ないかと考え，ラット水浸拘束ストレス性胃潰虜

におよぽすデユナリエラ摂取の影響について検討

した (Takenakaet aJ. 1993)。デュナリエラを予め

2週間自由摂取させたとき，水浸拘束ストレスに

よる胃潰蕩は有意に抑制された。一方，合成s-
カロテンの投与では抑制されなかった。肝臓中に

カロテンが蓄積されており，デュナリエラカロテ

ンは，胃粘膜保護のみならず，ストレスにより生

ずるラジカルを消去することにより，潰蕩の発生

を防いだものと思われる。

ところで， s-カロテンの抗腫蕩活性が続々と
報告され，また多くの疫学調査により p・カロテ
ンの摂取とがんリスクとの聞に負の相関関係が認

められたことより， s-カロテンのがん予防に関
る介入試験がフィンランドやアメリカで実施され

た。しかし，喫煙者やアスベスト従事者の肺がん

リスクを逆に高めてしまうという結果が報告さ

れ，期待を大きく裏切ることとなった。その後，

これら介入試験の試験デザインの不備などが指摘



されるとともに， s-カロテンのみを大量に摂取
することの危険性が強調されるようになった。

Umegaki et aJ. (1994)は，ラットにs-カロテン
を大量に投与すると，体内のビタミンEが減少す

ることを報告している。/~ -カロテンは自ら酸化

することによって抗酸化作用を示す。酸化された

オキシカロテンをビタミンEが修復することもわ

かっている。したがって， s-カロテンを摂取す
るときには併せてビタミンEを摂取することが大

切である。蛇足であるが，ピタミンEも同様にビ

タミンCによって修復される。 10年程前に医薬品

メーカーがACE処方なる商品を競って発売した。

これは，カロテン(プロビタミン A)，ビタミン

C，ピタミンEの混合商品を意味した。

円石藻 (Pleurochrysiscarterae) 

円石藻(ハプト藻)は，ココリスと呼ばれる炭

酸カルシウムの殻を細胞表面に纏うことから，こ

の炭酸カルシウムを利用したカルシウム補助食品

が開発されている。円石藻の人工消化率は約97%

と極めて消化されやすく，カルシウム供給源とし

て有効であると考えられる。 JHFAマーク表示カ

ルシウム食品の中に，円石藻を利用した健康食

品が2品目ある。

円石藻は，これまで食経験がまったくなく，ヒ

トにとっては初めて口にするものである。そこ

で，変異原性，急性毒性試験，亜急性毒性試験が

実施され，食品としての安全性が確認されている

(竹中ら 1995，Takenaka et al. 1996， Takenaka et al. 

1996)。
円石藻の生理機能については，残念ながらほ

とんど研究はなされていない。

1.カルシウム供給源

著者らはヒトにおいて円石藻がカルシウムの

供給源となりうるかを検討した。円石藻を用いた

食品を作製し，ボランテイア 10名に数ヶ月間自

由に摂取させ，骨伝導音測定により骨の状態を調

べた。個人差はあるもののいずれも骨伝導音値が

上昇した。これは，円石藻のカルシウムが吸収さ

れ，骨形成に使われたものと考えられ，円石藻が

カルシウムの供給源となることを確認した。

近年，カルシウムの吸収にはマグネシウムと

のバランスが注目されている。しかし，これら以

外のミネラルも含めて，ミネラルバランスを重視

しなくてはならないと考える。体内ミネラルパラ
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ンスを考えると，海のミネラルバランスをそのま

ま摂取することが望ましい。海水で培養・生産す

る円石藻は，ミネラルバランスの良いカルシウム

供給源であると思われる。

2.ピタミン 812供給源

円石藻を培養する際，培養液中にシアノコパ

ラミン(ビタミン 812)を添加する。ピタミン 812

は，ヒト体内では補酵素型ピタミン 812(アデノ

シルコパラミンとメチルコパラミン)に変換され

て機能する。円石藻に蓄積されるピタミン BI2は

補酵素型ピタミン BI2が70%で，極めて有効なビ

タミン BI2供給源であると考えられる(竹中

1999)。
著者らは，ビタミン BI2欠乏ラットを用いて，

円石藻に含まれるビタミンBI2の栄養学的有効性

を検討した (Miyamotoet aJ. 2001)。円石藻添加

飼料を投与することでピタミンBI2欠乏ラットの

メチルマロン酸尿症は完全に回復し，肝臓中には

補酵素型ピタミン BI2が顕著に蓄積された。以上

の結果，円石藻に含まれるピタミンBI2が栄養学

的に有効であることが示唆された。

蛇足ではあるが，スピルリナに含まれるピタ

ミン BI2はシュード (pseudo)ピタミン BI2でヒト

においてはほとんど利用できないものである

(Watanabe et al. 1999)。

ノストック (Nostoc)

ノストックの中で，古くから食されてきたも

のは，イシクラゲ (N.commune)，髪莱 (N.

f1agelliforme) ，葛仙米 (N.sphaericum)である。中

国では，いずれのノストックも販売されている

が，特に，髪莱は「発財」とかけて，縁起物とし

て重用されている。

髪莱については，食経験があるが，急性毒性試

験，亜急性毒性試験，さらにはミクロシスチンの

分析を実施し，食用としての安全性を確認した

後，健康食品として開発されている (Takenakaet 

aJ. 1998，竹中ら 2000)。残念ながら日健協におい

ては該当する食品項目がないため， JHFAマーク

の表示までには至っていない。

ノストックの生理機能については，抗菌作用

と抗腫蕩活性が多く報告されている (deCano et 

al. 1990， de Mule et al. 1991， Patterson et al. 1991， 

Trimurtulu et al. 1994， Falch et al. 1995， Jaki et al. 

2000 )。
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1.コレステロールf丘下
イシクラゲを高コレステロール食摂取ラット

に投与したところ，血清中コレステロールが有意

に低下した (Horiet a1. 1994)。ノストックは細胞

外に多糖類をたくさん蓄積する。イシクラゲの多

糖類が食物繊維として働いたと考察されている。

また，髪莱投与によってもラットの血清コレステ

ロールが低下することがわかっている。

2.抗ウイルス活性

葛仙米から単純ヘルペスウイルスに対する抗

ウイルス活性物質が，N.e1l.伊Isosporumからエイズ

ウイルスに対する抗ウイルス活性物質が単離され

ている(胎lUbelet a1. 1990， Boyd et aI. 1997)。

また，イシクラゲと髪莱の熱水抽出物につい

ても抗ウイルス活性が認められている。イシクラ

ゲは生息場所によって，抗ウイルス活性が認めら

れないこともあるという。髪莱については，作用

機作等の検討が行われているが，これまで抗ウイ

ルス活性が報告されている含硫多糖類ではないこ

とカ雪明らかになっている。

3.免疫能増強

多糖類には免疫増強能が認められる。著者ら

は，担腫蕩マウスを用いて髪莱熱水抽出物のマク

ロファージ活性能を検討した(竹中ら 1997)。抽

出物の投与により，マクロファージ活性能が有意

に増強された。

化学発がん物質によるラット大腸腫傷および

腎腫蕩に対して，髪莱の投与がそれぞれの腫蕩の

発生口数を減少させ，あるいは増殖を抑制するこ

とが明らかとなった(竹中・陳1998)。これは，コ

レステロール低下作用とマクロファージ活性能が

関与しているものと考察される。

ヘマトコッカス (Haematococcus) 

近年，カロテノイドの一種であるアスタキサ

ンチンを生産・蓄積することで注目を集めてい

る。アスタキサンチンの抗酸化能は， s-カロテ
ンのそれよりも高いことが分かつており，今後ヘ

マトコッカス由来アスタキサンチンの健康食品が

かなり出てくるものと思われる。別稿で詳述され

るので省略する。

アスタキサンチンがヒトにとって非常に有用

な栄養素であることは間違いない。だからこそ，

s-カロテン大量投与のような「ばかげたブームJ
の二の舞にならないようにと願っている。

アファニゾメノン(Aphanizomenonflos-aqua) 

アファニゾメノンはアメリカオレゴン州クラ

マス湖に自生したものを採取し，ハードカプセル

や錠剤として，アメリカで販売されていた。著者

らは日本への輸入を検討したが，スピルリナとの

生理機能での差別化ができずに断念した。ところ

が， 1999年ミクロシスチンの問題が発表され，現

在は販売されていない。その後の研究で，アフア

ニゾメノンがミクロシスチンを蓄積しているので

はなく，クラマス湖に生息するミクロシスチンを

持つミクロキスチス (Microcystisaeruginosa) を

同時に採取したためであることがわかった

(Gilroy et aJ. 2000)。

基礎化粧品

アトピー性皮膚炎等，皮膚に何らかのトラブ

ルを持つ人が多くなってきた。その多くは，身体

自体の不健康が皮膚の障害という形で表れてきた

のものである。しかし，皮膚表面における炎症や

バクテリア(黄色ブドウ球菌等)の繁殖には，直

接的な対処を必要とする。すでに，微細藻類の抗

炎症作用(ヒアルロニダーゼ阻害活性)について

は上述したが，その生理機能を利用した基礎化粧

品が開発されている。

基礎化粧品に利用されている微細藻類は，ク

ロレラ，デュナリエラ，円石藻，ポルフイリデイ

ウム (Porphyridiumpurpureum)である。

クロレラは，保湿成分として以前から化粧品

に利用されてきた。デユナリエラと円石藻，ポル

フイリデイウムは，抗炎症作用の他に黄色ブドウ

球菌に対する抗菌活性が認められている。

化粧品については，全成分表示が欽務付けら

れ，表示名称の世界統一化が実施されている。日

本においては，まず米国化粧品工業会(CTFA)が

発行している ICID(International Cosmetic 

Ingredient Dictionary and Handbook) にINCI

(Intemational Nomenclature Cosmetic Ingredient)名

として登録され，その後，日本化粧品工業連合会

にて審査され，成分名称、が決定する。微細藻類の

INCI名を表5に示した。

「病は気から」と言う言葉がある。積極的ある

いは楽観的な考え方が免疫能を高め，消極的・否

定的な考え方が免疫能を低下させることはよく知

られている。特に女性においては，精神的な安定

のために毎日喜んで鏡を見られるようにするこ



とも，健康への大切なステップであると考える。

健康な素肌が健康な身体を作ってゆく。微細藻類

の生理機能を利用した基礎化粧品が健康作りの一

役を担ってほしいと願っている。

まとめ

微細藻類の生理機能については多くの研究が

なされており，本稿ではその一部を紹介した。そ

して，これらの生理機能を応用した健康補助食品

と基礎化粧品について概説した。

2400年前のギリシャの医者・ヒポクラテスが

食べ物と健康の関係について記している。中国で

は， r上薬・中薬・下薬」という区別があり，最
も良い「上薬jは，普段の食べ物であるとしてい

る。洋の東西に関らず，古くから，食べ物に注意

することが病気の治療や予防に効果があるとして

きた。「医食同源」である。

微細藻類を毎日の食事の一品として各家庭で

食されることが，藻食論の実行であり，医食同源

の実施である。そのためにも，微細藻類を低コス

トで培養・生産してゆくための努力をしてゆかな

ければならない。これは，微細藻類に関る者とし

ての使命であると考えている。

ところで，石油科学文明と称された20世紀は，

環境破壊など負の遺産を残した。そして，その反

省から 21世紀は植物科学文明にならなければな

らない。すなわち，化石エネルギーの利用から太

陽エネルギーの利用へと移行することである。そ

の意味で，微細藻類は植物科学文明の基盤を築く

ためのキーワードであると考えている。微細藻類

の多岐にわたる研究・開発が今後ますます活発に

なされ，これらの成果が地球全体に反映されるこ

とを切に願っている。

最後に，仏教詩人・坂村真民先生の詩「マイク

ロアルジェ(生命誕生)Jを紹介する。

この大宇宙には いろいろの惑星がある

表5 微細藻類のINCI名

Microalga Trade nam巴

Dunaliella salina Dunaliella and Pleurochrysis 

Pleurochrysis carterae Extract Powder 

Porphyridium purpu陀 um Porphyridium Extract 
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でも生命の存在する惑星は 今のところ

この地球だけである その地球に 初めて生

命を持つものが誕生した それはマイクロアル

ジェという海藻であり 今もなお生きているの

でその研究を続けている所が沖縄の宮古島にあ

りそこに「大宇宙大和楽」の碑が建った

地球に命が生まれた何億年前のものと同じも

のを造りだそうという 発願を知り わたしは

感動した ああ今や人間たちが この聖なる地

球を 破壊しようとしている時海に固まれた

日本よ マイクロアルジェという藻(も)にこ

もる 宇宙生命の誕生を知ろう

微細藻類について種々ご指導賜ったイリノイ

大学・陳学潜先生，藻食論についてご教示賜った

三浦昭雄先生に深謝いたします。また，微細藻類

の生理機能の研究でご指導賜った山形大学・原慶

明先生，高知工科大学・向畑恭男先生，富山医科

薬科大学・林利光先生，高知女子大学・渡辺文雄

先生，藤田保健衛生大学短期大学・日比野勤先生

に感謝申し上げます。
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